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1．背景と目的 

 2025 年 3 月 31 日に香美市出身の絵本作家やなせたかしとその妻松田暢をモデルにした NHK 連続テレビ小

説「あんぱん」の放送が決定している．それに伴って，香美市立やなせたかし記念館アンパンマンミュージア

ムに交通需要が集中し，香美市立やなせたかし記念館アンパンマンミュージアム周辺に駐車場待機列が発生す

るため，駐車場情報の提供による駐車場需要の分散が必要であると考えられている．駐車場情報提供に関する

研究として，室町による 1)駐車場情報がドライバーの駐車場探索行動に与える影響に関する基礎的研究などが

行われているが，複数の駐車場情報提供手法の影響を分析した研究は少ない．そこで本研究では，複数の駐車

場情報提供手法と情報提供タイミングが駐車場選択に与える影響を明らかにすることを目的とする． 

2．調査概要 

(1) アンケート調査 

本研究では，駐車場情報を提供された際の駐車場選択を分析

するため，Web アンケートによる調査を実施した．アンケー

ト調査の概要を表 1 に示す．本調査では，仮想的な状況下で

の選考意識を尋ねる調査方法である SP(Stated Preferences)調

査を採用し，回答者には「香美市立やなせたかし記念館アン

パンマンミュージアムに観光が目的の移動中に，駐車場について最も目的地からの距離が近い駐車場が混雑し

ている情報を受け取る」という仮想状況の下で駐車場選択について質問した． 

(2) 駐車場情報提供手法と情報提供タイミング 

情報提供手法と情報提供タイミングの対応を表 2 に示す． 

駐車場情報提供手法は，ライブカメラ画像，ライブカメラ＋

駐車場満空判定，ライブカメラ＋1 時間後の駐車場混雑予

測，ライブカメラ画像＋駐車場満空判定＋1 時間後の駐車場

混雑予測の 4 つの提供手法を設定した． 

また，情報提供のタイミングについては，目的地到着まで

の時間で 1 時間，15 分，0 分の 3 つの水準を設け，駐車場情

報提供手法の 4 つと 3 つのタイミングを組み合わせてアンケ

ートを設計した． 

3．アンケート調査の結果 

SP 調査の回答より，すべての情報提供のタイミングにおいて，ライブカメラ画像と駐車場の満空判定の情報

を同時に提供した時に，被験者が最も目的地からの距離が近い駐車場を選択する割合が最も低くなるという結

果になった．中でも，目的地にほぼ到着した時点でライブカメラ画像と駐車場の満空判定の情報を同時に提供

した場合に，被験者が，最も目的地からの距離が近い駐車場を選択する割合は最も低くなった．また，すべて

の情報提供のタイミングにおいて，ライブカメラ画像，駐車場の満空判定の情報，1 時間後の混雑予測のすべ

ての情報を同時に提供すると，ライブカメラ画像と満空判定の情報を同時に提供した時に比べて，最も目的地

からの距離が近い駐車場を選択する割合が大きくなるという結果になった． 

 

表 1 アンケート概要 
 調査日時 2024年12月16日～2024年12月24日

対象者 高知県在住者

調査方法 Webアンケート

回答期間 2024年12月16日～2024年12月24日

総回収数 704

有効回答数
（有効回答率）

542
（76.9％）

表 2 情報提供手法と情報提供タイミング 

 

情報提供タイミング 情報提供手法

ライブカメラ画像

ライブカメラ画像＋満空判定

ライブカメラ画像＋1時間後の混雑予測

ライブカメラ＋満空判定＋混雑予測

ライブカメラ画像

ライブカメラ画像＋満空判定

ライブカメラ画像＋1時間後の混雑予測

ライブカメラ＋満空判定＋混雑予測

ライブカメラ画像

ライブカメラ画像＋満空判定

ライブカメラ画像＋1時間後の混雑予測

ライブカメラ＋満空判定＋混雑予測

目的地到着まで1時間
（アンケート自宅）

目的地到着まで15分
（アンケート自宅）

目的地到着にほぼ到着
（アンケート自宅）



4．二項ロジットモデルの推定結果 

本研究では，駐車場情報提供が選択行動に及ぼす影響を把握するため，駐車場情報提供のタイミング(目的

地到着まで 1 時間，15 分，0 分)ごとに二項ロジットモデルにより，駐車場選択モデルを構築した． モデルの

パラメータ推定には，RStudio の glm パッケージを用いた．表 3 にモデルパラメータの推定結果を示す． 

各モデルで共通に見られた特徴として，ライブカメラダミー（ライブカメラ画像のみ：0，他の情報を付加

した時：1）のパラメータが，有意確率が 1%未満で有意な正の値で推計された．推定された係数を確認する

と，目的地到着まで 1 時間の時点で 0.696，目的地到着まで 15 分の時点で 0.924，目的地にほぼ到着した時点

で 0.894 であった．この結果から，ライブカメラダミーの値がすべてのタイミングにおいて有意確率 1%未満

で有意な正の値で推計されているため，ライブカメラ画像に他の情報を付加して提供すると，最も目的地から

の距離が近い駐車場を選びにくくなると言える．また，ライブカメラダミーのパラメータの値について，目的

地到着まで 1 時間の時点で情報提供をしたモデルのパラメータの値は，目的地到着まで 15 分及びほぼ到着し

た時点で情報提供したときのモデルのパラメータの値との差が大きいことから，被験者は，目的地からの距離

が遠い地点で情報提供すると，移動時間中に駐車場に空きがでると予測し，駐車場情報を提供されても，最も

目的地からの距離が近い駐車場を選択するのではないかと考えられる． 

香美市立やなせたかし記念館アンパンマンミュージアムに訪問したことがあるかダミーのパラメータが，目

的地到着まで 15 分の時点で情報提供したモデルは，有意確率が 1%未満で有意な負の値を，目的地にほぼ到着

した時点で情報提供したモデルは，有意確率が 1%未満で有意な正の値を取っている．これは，香美市立やな

せたたかし記念館アンパンマンミュージアムに来訪したことがある人は，過去の香美市立やなせたかし記念館

アンパンマンミュージアムは混雑していなかったという経験に基づいて，目的地からの距離が遠い時点で情報

提供をされると，移動時間中に駐車場に空きが生じるのではないかと考えて，混雑しているが最も目的地から

の距離が近い駐車場を選択し，目的地からの距離が近い地点で情報提供をされると，移動時間中に駐車場に空

きが生じないと考えて，最も目的地からの距離が近い駐車場を選びにくくなると考察される． 

5．まとめと今後の課題 

本研究では，高知県在住者を対象として，駐車場提供手法の組み合わせと提供タイミングが駐車場選択に影

響を及ぼす要因を二項ロジットモデルにより把握した．また，目的地の来訪経験により，駐車場情報が提供さ

れた際の駐車場選択に影響を及ぼしていることを把握できた． 

 今後の課題として，来訪するタイミングや県外の旅行者を含めた，駐車場選択についての分析や，実際にア

ンパンマンミュージアムに来訪した旅行者へのアンケートによってデータの取得が挙げられる． 
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